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２０１１年 新年あけましておめでとうございます。
本年もどうぞ、よろしくお願いいたします。

日頃から道守活動（道に関するボランティア活動）にご尽力を賜り、ありがとうございます。道守長崎会議が発足して、今年

で８年目を迎えます。発足当初は２５団体でスタートした道守長崎会議も、今では１３５団体もの方々がご賛同頂き、ご支

援を頂いています。また、徐々にではありますが「道守」の知名度も向上してきたのではないかと思います。

●道守長崎通信発行にあたって

・ボランティア活動を紹介することで、活動の励みになって欲しい。

・ボランティア活動を紹介することで、自分たちもボランティアをやってみたいと思う人が

一人でも増えて欲しい。

・ボランティア活動の開催予告をする事で、一人でも多くの人が活動に参加して欲しい。

・ボランティア活動での悩みや課題を少しでも改善できるヒントを掲載したい。

上記の願いを込めて、今年も道守通信の発行に努めて参りますので、皆様方の温かいご支援を賜りますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。

花いっぱい＆Ｘｍａｓストリートプロジェクト in 新大工
平成22年12月4日（土）に長崎市新大工町の国道34号植

栽帯で「花いっぱい＆Xmasストリートプロジェクトin新大工」を

開催しました。

このイベントは、新大工商店街振興組合、NPO道守長崎が

開いたもので、新大工町子ども会などの子ども達と一緒に道

路植栽帯花壇にパンジーやビオラなど４００株の花苗を植えた

他、周辺道路の清掃、街路樹へのクリスマス飾り付け、クリスマ

スソングコーラス、イルミネーションへの一斉点灯式などを行いま

した。

今年で６回目となるこのイベントは、多くの地域住民に参加し

て頂き、大盛況に終わりました。

【 花うえの様子 】 【クリスマスの飾り付け 】【ペンギン水族館からペンギンが応！！ 】

【←クリスマスソングのコーラス】
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★活動情報募集★ 道守活動（ボランティア活動）に関する皆様の取り組み情報をお待ちしています。

大村市国道３４号マイツリー美化活動
道守長崎会議では、国道３４号大村拡幅事業にあわせて整備された街路樹をいつまで

も大切に守り育てようと「マイツリー活動」を実施しており、１２月１８日（土）も多くのマイツ

リー会員による清掃活動が行われました。

この日、約５０名もの市民会員が清掃活動を実施。大村市中心市街地の顔となる国道

が瞬く間にきれいになりました。さらに清掃活動終了後、マイツリー会員の皆さんと今後

の活動頻度や参加者が通りに愛着を持ってもらうため「通り名」の名称について話し合

いました。

「通り名」については、当該道路の街路樹が桜であることから「大村さくら通り」と命名し

ました。

活動頻度については、これまで春と秋の年２回から３月・６月・９月・１２月の年４回に活

動を増やすことなどが話し合われました。今後、マイツリー活動がさらに充実した活動に

なることが期待されます。

道路植栽帯管理システム社会実験（状況報告）

●社会実験の目的

ボランティア活動に必要な花苗やゴミ袋などの活動

経費をスポンサー企業を募り支援して頂く仕組みを

構築し、ボランティア活動の普及を図ります。

●１１月１０日付けでボランティア団体との協定締結を行いました。

長崎市：新大工商店街振興組合（新大工町の国道３４号歩道植栽帯）

大村市：ＮＰＯ法人ながさきクリーンマネジメント（市役所前の国道３４号歩道植栽帯）

雲仙市：小浜温泉５７（小浜温泉街の国道５７号歩道植栽帯）

※協定締結とは、ボランティア活動に必要な備品購入や諸準備などを行ってもらう為にお願いしたもので、

活動実施にあたっては、多くの地域の方々と一緒にボランティア活動を行って参ります。

●スポンサー企業が決定しました。

３地域のボランティア活動を支援して頂く企業（スポンサー企業）として、アサヒビール株式会社様がご協力して

頂くことになりました。 ※平成２２年度の活動に対して支援して頂きます。

本取り組みにご協力頂いた関係各位に大変感謝しています。

今後、活動をＰＲするためのサ
インボードを設置します

道守長崎会議が、今年度取り組んでいる道路植栽帯管

理システム社会実験について、現在の状況を皆様にご紹介い

たします。


